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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 獣 害 防 除 法  (兎 の害 )

課 題 区 分 指 一不
発
間

開
期

昭和 59～ 61年度 担 当 多 良木 営 林 署

目

標

野兎被害の防除については,ポ リネットを中心に検討 してきたが,十分な効果を得るに至って

いない。最近 ,鹿による被害 も増加しており,野兎の被害防除 と併せて事業化に即 した効果的防

除法を確立する。

結

果

1.忌避剤は,2年継続 して適期に実施することにより効果があると考えられる。

2 忌避剤の使用時期は 2月 下旬から3月 上旬が適期 と考えられる。

3.作業工程は忌避剤区 32.5人 ,竹枝条立込区 42.5人 ,ネ ット被覆区 55人 と多 くの労力を

必要 とし,かかり増 しになった。

開発経過 と調査内容

1.開発経過

(1)北岳国有林 55う 林小班

昭和60年 3月 に標高 800m,前生樹アカマツ外広葉樹んα当 り材積 163♂の天然林跡地 3.93れα

内に, ①枝条積上げ,②等高線地袢 ,③枝条散布地持等 ,地持方法別試験地 と① 大苗植栽 ②

忌避剤使用 ③ ネット被覆等の試験地を 0.60んα設定 した。

忌避剤は,ア スファル ト乳剤を使用 し,61年 3月 に 2回 目の塗布をした。
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(2 湯前国有林 18ね 1林小班

昭和60年 3月 に,標高 800″ ,前生樹種 ヒノキ60年生んα当り416m3の人工林跡地 3.41んα内に忌

避剤アスファルト乳剤及びヤンマアンンス乳剤 (10倍液 )を使用 した試験地 020んαを設定した。

なお,忌避剤は 2回 目を61年 3月 に実施した。

2.調査内容

被害調査

評価及 び普及 指導

1.薬効期間が短かく,2年以上継続 して使用することになるので,作業工程が 32.5人以上 と低 く事業

化するのは困難である。

2.薬効期間が永 く造林木に直接塗布できる忌避剤を開発 して植付する前に,苗畑または仮植地において

塗布 (散布 )す るなど作業方法を究明する必要がある。
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1.は しめに

野兎の被害防止対策 としては,忌避剤及びポリネットによる防除試験,ま たは罠による有害駆除

等 も行われてきたが定着するまでに至 っていない。

当署においては,54年度に実施 した野兎の行動調査から,枝条や侵入植生により野兎の行動がか

なり制約され被害率 も低いことに着目し,食害を回避する防除方法を把握する試験を試みた。

2.試験地設定

(1)設  定

昭和60年 3月

(の 場  所

ア 熊本県球磨郡相良村 北岳国有林 55う 林′」ヽ班

ィ    ″   湯前町 湯前 ″  18ね 1 ″

(3)面  積

ア 55う 林小班  0.60んα(区域面積  3.93んα)

イ 18ね 1″   0.20ん α( ″  3.41″ )

(4)地  況

55う 林小班

標 高 800m  方 位 SW  傾 斜  急   土壌型 BD(d)

18ね 1林ガヽ班

標 高 800″   方 位 N   傾 斜  急   土壌型 BD(d)

(9 林  況

5 5 うズ本/1ヽヨ涯

前生樹種 アカマツ外広棄樹の天然林 んα当材積 163″

昭和59年度 ヒノキ植栽  んα当り 3,300本

18ね 1林小班

前生樹種 ヒノキ 66年  んα当り材積 416ゲ

昭和59年度 ヒノキ植栽  んα当り 3,100本

(0 設定方法

55う 林小班

ア 地持方法別

0 兎の侵入を防 ぐため, プロットの周囲 (40″ X25″ 面積 0.10んα)に枝条 を高さ 60`π

に積上げた。
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141 等高線筋置地棒  (対照区 )

プロット面積 010んαに普通等高線地格を実施 した。

lF71 兎の侵入を防 ぐため, プロットの周囲 (40″ X25″ 面積 0.10んa)に枝条を積上げ, 5

ケ所に兎の通路を設け罠を設置した。

0 枝条全面散布地落  (対照区 )

プロット面積 0.10んαに普通の枝条散布地杵を実施 した。

イ

0 大苗植栽

ヒノキ大苗 (根元径 10翻以上 ,苗長 7 0ιπ以上 )を面積 0.05んαに 165本植栽した。

14)面積 0.05んαにヒノキ普通苗 165本 を植栽した。

アスファルトギL剤 を塗布した割竹 (径 1.5翻長さ706π )4本 を造林木を囲むように周囲

に立てた。

アスファル ト子L剤は61年 3月 に 2回 目の塗布 を実施 した。

l●l Fll積 0.05んαに ヒノキ普通苗 165本 を植栽 した。

造林本の保 護資材 として「モ ウノウ竹の枝」 をf■_用 した長 さ60C2の 枝 3本 を造林木 を囲む

ように周囲に立てた。

0 ネット被覆

面積 0.05んαに ヒノキ普通苗 165本 を植栽 した。

造林本を中心に15C認 四方に棒を正方形になるように立ててポリネット(赤・青 。水色長さ

50θれ)で被覆 した。

18ね 1林小班

ア、プロット面積 0.loんαにヒノキ300本 を植栽し, アスファルト乳剤を塗布した棒 (径 1.5 θπ

長 さ70`π )4本 を造林木 を囲むように周囲に立てた。

ィ、プロッ ト面積 0.10んαに ヒノキ 300本を植栽 し,ヤ シマアンレス乳剤10倍液 を造林木に塗布

した。

2プ ロットとも 1年経過 した61年 4月 に 2回 目の塗布 を実施 した。

-271-

EG-TDESK01
長方形



試験地位置図

北岳国有林

区 域 面 積

試験地面積

図 -1

55う 林小班

3.93んα

O.60んα

試験設定図     図 -2
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試験地設定図

湯前国有林

区 域 面 積

試験地面積

試験地設定図

(忌 避 剤 )

図 -3
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プ ロ ッ ト区 分
調 査

本 数

60 4巨 10 月 61年 3月 62年 2月

根 本 樹 間 計 根 本 樹 間 計 根 本 樹 間 計

枝 条 積 上 げ 330 0 9 9 0 0 0 0 3 3

枝条積上げ (ワ ナ ) 330 0 13 0 0 0 0 4 4

等 高 線 地 搾 330 2 3 5 0 0 0 0 2 2

枝 条 散 布 地 拝 330 1 2 3 0 0 0 0 4 4

計 1,320 30 0 0 0 0 13 13

被 害 率 2% 0% 1%

大 田 研1 栽 165 0 0 0 0 0 0 0 0 0

忌   避   剤

(ア スファルト
『 L剤 )

165 0 0 0 0 0 0 0 0 0

竹 の 枝 条
ｒ
υ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不ヽ ツ ト 165 0 0 0 0 0 0 0 0

計 660 0 0 0 0 0 0 0 0 0

被
生

‐
率 0% 0% 0%

対 照 区
ａ
υ 0 0 0 0 0

ハ
υ 0 0 0

3.調査結果

(1)55う 林小班

表-1  被 害 調 査 表

被害率は,枝条積上区及び等高線筋置地格区,枝条散布地落区 (対照区 )と もに 1～ 2%と 低

い数値を示し,有利性は認められなかった。

また,大苗植栽区,忌避剤区,竹の枝条区, ネット使用区及び対照区についても殆んど被害は

発生 していない。

これは試験地周辺 (東偶1200")に大規模林道工事が行われたため,野兎の生息地が変 り個体

数が減少 したため と考えられ試験効果があったとは認められない。
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(2)18ね 1林小班

表 -2  被   害  調   査   表

2年経過時にぉける被害率は,対照区26%に比較してアスファル ト乳剤区 8%, アンンス乳剤

区 4%と 低い数値を示 した。

被害は冬期よりも3-5月 の春期に集中し,特に剥皮の被害が多 く見受けあれた。

薬 剤 名
調 査

本 数
被害ケ所

60.10

調 査 年 月
被 害 率

ア ス フ ァ ル

乳

卜
　

剤

本
根元から切断 0本 `,本 0本 2本 1%

樹幹中央切断 5 1 2

枝 葉 な し 0 2 8 3

景」 皮 0 6 2 8

300 計 5 5
０
０

計 被  害  率 2% 5・/9 2% 8%

ア ン ン ス

乳 斉1

根元から切断 0 0 1 1

樹幹中央切断 0 0 1 1

枝 葉 な し 3 0 1 1

予」 皮 0 7
（
υ

300 計 3 7

計 被  害  率 1% 2% 1% 4%

対  照  区

根元か ら切断 1 0 1

樹幹中央切断 10 11 7

枝 葉 な し 0
つ
０ 3

予」 皮 18 35
Ｏ
Ｏ

計
′

， 78

計 300 被  害  率 10% 16% 26%
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(0 試験設定に要 した雇用量及び作業工稗

表-3

60年 3月 61年 3月 計 んo当 り作業工程

忌 避 剤 区

18ね 1

面積   0.2んα

人

4.5

人

2 a5

人

32.5

忌 避 剤 区

55う

面積  0.05施

5 05 3 40

竹 枝 条立込 区

面積  0.05んα

2.125 ０
４

民
υ 425

ネ ッ ト 区

面積  0.05加
2.75 2.75 55

作業工程は,忌避剤塗布区が最 も高 く, ネット被覆区は55人 と多 くの労力を必要 とした。

4.考 察

(1)18林班ね 1小班

2年経過時にかける被害率は,対照区26%に比較 して忌避剤区は 4-8%と 低い数値を示し 2

年継続 して適期に実施することにより忌避効果はあると考えられる。

被害は冬期の餌の少ない時期より春期の 3-5月 頃までに集中していることから忌避剤の使用

時期は 2月 下旬から 3月 上旬頃までに 2-3年継続 して実施する必要がある。

(D 55林班 う小班

被害は対照区を含めて少な く試験の目的を達成できなかった。

忌避剤使用における作業工程が30人以上 とかかり増 しになるので事業化するのは困難である。

薬効期間が永 く造林木に直接塗布できる忌避剤 を開発 して,値付する前に苗畑または仮植地に

おいて塗布 (散布 )するなどの作業方法を究明する必要があると考えられる。
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